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注 目 議

   一般会計  歳入 204億4776万円、歳出 193億5447万円

◦一般質問
　９人の議員が登壇
◦委員会レポート
　　福祉産業建設委員協議会
　　インクルーシブ遊具３基、健康遊具２基を設置予定 他
　　総務教育委員協議会
　　災害時の避難所生活を検討 他
　　第７次総合計画策定特別委員協議会
　　第７次幸田町総合計画の策定に着手
　　DX推進特別委員協議会
　　DX推進方針の個別取組の議論が進む

わたしたちのお金はどう使われたの？

案
令和５年度 決算

総合防災訓練の避難所でダンボールベッドの組み立て訓練をする幸中生



未来を担う子どもたちが良い環境で学んでいる

　
決
算
審
査
に
付
さ
れ
た
各

会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
等
は
、

い
ず
れ
も
関
係
法
令
等
に
準

拠
し
作
成
さ
れ
、
そ
の
計
数

は
正
確
で
、
予
算
の
執
行
は

お
お
む
ね
適
正
と
認
め
ら
れ

た
。
財
政
指
標
の
健
全
化
判

断
比
率
等
に
つ
い
て
は
、
健

全
な
数
値
と
認
め
ら
れ
た
。

　
令
和
５
年
度
決
算
は
、
町

税
全
体
で
増
収
と
な
っ
た
が
、

重
要
な
財
源
と
な
っ
て
い
る

ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
減
収
と

な
っ
た
。
年
々
増
加
す
る
社

会
保
障
関
係
費
や
公
共
施
設

の
維
持
改
修
費
、
新
規
事
業

に
要
す
る
経
費
な
ど
増
加
要

因
が
多
く
、
今
後
も
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
が
続
く
も
の

と
思
わ
れ
る
。
事
務
事
業
の

必
要
性
・
有
効
性
・
効
率
性

に
視
点
を
置
い
た
的
確
な
予

算
配
分
等
を
含
め
、
適
正
な

公
金
支
出
に
心
掛
け
、
町
の

発
展
、
よ
り
良
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
た
め
、
一
層
の
職
務

に
精
励
さ
れ
た
い
。

令
和
５
年
度
決
算
審
査
意
見
書

監
査
委
員　
大
浦　
裕

　
　
　
　
　
黒
木　
一

深溝小学校整備事業
2億1678万1000円

増築のため学校プールをなくし、
町民プールで水泳授業をするこ
とになったが、メリット、デメ
リットは？
メリットは指導者による専門的
な指導を習熟度別に受けられる。
デメリットは移動に時間がかか
る。

35人学級対応のための
３階建て校舎の増築工事

問

答

歳出

歳入

ふるさと寄附金
30億3287万8000円

寄附金が前年度より減少し
ている。対策は？
ふるさと寄附金の専任職員
２人体制にし、ポータルサ
イトの管理・監視強化など
踏み込んだ対策で寄附額増
を目指す。　

（前年度比▲8.8％）

問

答

令和５年度
決算

わたしたちのお金は
どう使われたの？

一般会計の決算額一般会計の決算額
歳入  204204億億47764776万円万円 　歳出  193193億億54475447万円万円

令和６年９月に完成した新校舎

一般会計の決算額
歳入  204億4776万円 　歳出  193億5447万円

財源の柱　ふるさと寄附金
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賛
成

反
対

討 論

一般会計・特別会計・公営企業会計の決算額と採決結果
会　計　区　分 歳　　入 歳　　出 採　　決
一　般　会　計 204億4776万円 193億5447万円 反対１：賛成14で認定

特
別
会
計

土地取得 3億8506万円 3億4012万円 全員賛成で認定
国民健康保険 32億2083万円 32億1471万円 反対１：賛成14で認定
後期高齢者医療 5億5184万円 5億5083万円 反対１：賛成14で認定
介護保険 23億9806万円 23億9466万円 反対１：賛成14で認定
農業集落排水事業 3億2949万円 2億8533万円 全員賛成で認定

公
営
企
業
会
計

（
税
抜
き
）

水道事業会計 収益的収支 7億9334万円 6億6637万円 全員賛成で可決及び認定資本的収支 7520万円 3億7171万円

下水道事業会計 収益的収支 7億 698万円 6億9830万円 全員賛成で認定資本的収支 4億7170万円 5億4797万円

デマンド型乗合サービス
運行事業

（チョイソコこうた）
　　  1510万4000円

地域公共交通会議で交通システ
ムについてどんな話が出ている
のか？
私案だが、３駅を中心としたえ
こたんルートで通勤者を運んだ
り、チョイソコの学区を広げた
り、岡崎・蒲郡・西尾と行き来
する連携をしたい。（町長）

コミュニティバス
管理運営事業

（えこたんバス）
　　  2764万8000円

問

答

長嶺北部地区福祉医療
ゾーン開発事業

2億6600万3000円

介護老人保健施設事業者の公募
選定は？
１回目の公募は応募者なし。募
集要件の見直しとして、永年無
償借地や施設整備の補助金も検
討。

愛厚藤川の里と介護老人
保健施設を誘致推進

問

答

町
民
フ
ァ
ー
ス
ト
目
線
で
事
業
を

長
谷
川 

進 

議
員

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
が
、
４
％
黒

字
決
算
に
感
謝
し
ま
す
。

　
歳
入
の
町
税
は
大
手
自
動
車
関
連
企
業
の
増
益

と
特
別
措
置
の
縮
小
等
の
増
収
で
、
先
人
の
歳
入

の
基
本
で
あ
る
企
業
誘
致
、
都
市
基
盤
整
備
の
成

果
で
す
。
継
続
が
大
変
重
要
で
す
。
ふ
る
さ
と
納

税
も
財
源
の
柱
で
あ
り
、
特
産
品
の
魅
力
を
発
信

し
て
ほ
し
い
。

　
歳
出
で
は
町
民
フ
ァ
ー
ス
ト
目
線
で
、
未
来
へ

活
き
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
取
り
組
み
、
安
全
安
心

を
望
む
。

町
民
生
活
を
守
る
福
祉
の
増
進
を

丸
山 

千
代
子 

議
員

　
不
用
額
を
多
く
生
み
出
し
、
９
億
８
０
０
０
万

円
の
黒
字
と
な
っ
た
。
16
億
円
の
基
金
を
繰
り
入

れ
な
が
ら
取
り
や
め
る
な
ど
財
政
運
営
が
定
ま
っ

て
い
な
い
。
資
本
金
10
億
円
以
上
の
大
企
業
に
制

限
税
率
課
税
で
自
主
財
源
確
保
を
。
長
嶺
北
部
地

区
福
祉
医
療
ゾ
ー
ン
の
優
遇
策
は
や
め
る
べ
き
だ
。

町
民
生
活
を
守
る
た
め
、
福
祉
の
増
進
を
図
る
べ

き
だ
。

お年寄りが笑顔で元気に暮らしている

便利で安全な交通網が整備されている
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９月議会のあらまし
９月２日〜 25日

◦報告１件　健全化判断比率等について
◦委員の選任１件　幸田町固定資産評価審査委員会の委員の選任について
◦条例の制定２件　幸田町個人番号カードの利用に関する条例の制定について　など　下記参照
◦工事の請負契約について２件　中学校体育館空調設備設置工事　など
◦財産の取得について２件　移動型バリアフリートイレトレーラー　など
◦条例の一部改正について２件　幸田町国民健康保険条例の一部改正について　など
◦補正予算関係４件　令和６年度幸田町一般会計補正予算（第３号）　など　５ページ参照
◦決算認定関係８件　令和５年度幸田町一般会計歳入歳出決算認定について　など
◎陳情　12件を審議し、２件を採択とした

◆最終日の追加議案◆
◦議員提出議案２件　国の私学助成の拡充に関する意見書の提出　など

９人の議員が町政全般にわたる課題をただした。 ６～ 11ページ参照

マイナンバーカードを利用した実証を実施するとあるが、
導入はいつ頃か。
令和７年１月からモニターさん100人を募集する。

家族などの付き添いは可能か。
本人が乗車していれば家族同伴可能（説明会は同伴で参加ください。）

議案

一般質問

個人番号カードの利用条例が制定される！！
法律に基づき個人番号カード（マイナンバーカード）を利用する

全議案承認・可決

問

答

問
答

マイナンバーカードでタクシー利用
本町が進める高齢者及び障害者へのタク
シー助成のデジタル化にあたり、マイナ
ンバーカードを利用する。

条例制定で嬉しいことは？
・高齢者及び障害者の移動をサポートしやすくなる。
・タクシー利用券の電子化で精算が容易になる。

例
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賛否の分かれた議案
議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 議長

議決結果
（賛成：反対）議 

員 

名

藤
本　
和
美

吉
本　
智
明

野
坂　
純
子

松
本　
忠
明

長
谷
川　
進

岩
本　
知
帆

田
境　
　
毅

石
原　
　
昇

都
築　
幸
夫

黒
木　
　
一

廣
野　
房
男

稲
吉　
照
夫

笹
野　
康
男

丸
山
千
代
子

鈴
木　
久
夫

藤
江　
　
徹議　　案

第47号議案 令和６年度幸田町一般会計補正予算（第３号） × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 可決
（14：1）

陳情第１〜
５号、
第８〜 10号

地方財政の拡充を求める意見書の提出を求める陳情　
など × × × × × × × × × × × × × 〇 × ー 不採択

（1：14）

陳情第11、
12号

「新型コロナワクチン健康被害の実態と次世代型コロナｍＲＮＡ
ワクチン（レプリコンワクチン）の危険性に関する周知」と「ｍ
ＲＮＡワクチン定期接種中止を求める意見書提出」を求める陳情　
など

〇 × × × × × × × × × × × × × × ー 不採択
（1：14）

※議長は賛否に加わることができません。ただし、賛否同数の場合は、可決・否決を決めることができます。

※補正予算とは
当初予算の成立後に新しく組まれる予算で
す。自然災害や社会情勢の変化で新しい予算
が必要な場合に追加されます。

ごみが少なく、まちがきれい

補正予算

粗大ごみ集積場（桐山）

粗大ごみ集積場
用地購入費
1億2600万円

粗大ごみ集積場
建物購入費
600万円

なぜ補正予算なのか。
もっと早い時期に予算
を組むべきではなかっ
たか。

貸借料金等総合的に検
討し、長年ＪＡとの交
渉をしてきたが、今回
承諾の話が提示され実
施する事とした。

問

答

生命・財産を守る体制が整備されている

仲田アンダーパス

仲田アンダーパス
自動閉鎖機
設置工事請負費
4000万円

水深はどの位で自動検
知し、遮断するのか。
遮断解除はどの様にす
るのか。

水深15㎝になったら自
動検知し遮断され、通
行不可となる。
遮断解除は役場職員が
安全状況確認後、解除
操作する。

問

答
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一般
質問
一般
質問

過去の議事録

議会映像議会だよりでは、質問と答弁（各30分以内）を要約してお伝えします。
詳しい内容は、会議録を幸田町立図書館で閲覧いただけるほか、
幸田町議会ホームページでも公開しています。
また、議会の映像はYouTubeで配信しています。

町政を問う町政を問う
一般質問は、議員の日常活動と調査・研究、町民の声や自身の一般質問は、議員の日常活動と調査・研究、町民の声や自身の
考え方をもとに、町長や教育長などの方針を問うものです。考え方をもとに、町長や教育長などの方針を問うものです。
一般質問は、議員の日常活動と調査・研究、町民の声や自身の一般質問は、議員の日常活動と調査・研究、町民の声や自身の
考え方をもとに、町長や教育長などの方針を問うものです。考え方をもとに、町長や教育長などの方針を問うものです。

一 般 質 問 事 項一 般 質 問 事 項
質問者 質　　問 回　　答 頁

鈴木　久夫 １　三ケ根駅前と駅周辺の整備を
２　こども食堂の支援は実態に即した内容に

１　深溝小通学路坂道の改修などを実施
２　今後地域の活動に繋がるよう準備する 7

吉本　智明
１　早急に学校トイレ便器洋式化へ改善を
２　公用車の適正管理のための予算確保を
３　通学路など危険な箇所の早急な対応を

１　使用状況を考慮し順次早期対応を検討
２　適切な更新や管理を図るよう務める
３　住民の声を速やかに現場対応したい

8

野坂　純子
１　加齢性難聴者の補聴器購入助成の考えは
２　地域包括支援センターの利便性のPRを
３　地域防災会議委員に積極的に女性起用を

１　岡崎市を参考に準備していきたい
２　チラシや回覧で幅広く周知していきたい
３　女性の比率向上に努めている

長谷川　進
１　高齢化が進む中での里山管理をどうする
２　荻谷土地区画整備事業の町道整備は
３　行政の働き方改革は実施しているか

１　行政区活動参加者の負担軽減に取り組む
２　事業区域内からの安全なルートができる
３　時間外労働の削減年休取得を進めている

9

岩本　知帆
１　子どもの居場所づくりを支援する考えは
２　高齢者の足に公共交通の拡大を
３　ヤングケアラーの支援を

１　社会福祉協議会と連携しながら検討
２　再編と利用可能区域の拡大を計画する
３　支援体制整備でファミサポ利用を研究

都築　幸夫 １　役場周辺の３つのため池の防災対策を
２　国の森林経営管理制度による森林整備を

１　県営事業として、改修に早く取り組む
２　深溝小原地区で森林整備意向調査を実施

10
丸山千代子 １　ハラスメント根絶のゼロ宣言を

２　若者の奨学金返還支援制度の創設を
１　内部問題を相対的に捉え相談していく
２　中小企業の奨学金支援制度を周知する

田境　　毅 １　水素社会に向けた環境づくりの促進を
２　ＳＤＧｓ17ゴールをどう推進されるか

１　中小企業等の支援体制構築を調査、研究
２　庁内の共通認識醸成する環境を整えたい

11
藤本　和美 １　新型コロナ接種健康被害救済の案内は

２　公共施設の当日予約利用を可能に
１　ホームページに掲載して周知している
２　当日利用とキャッシュレス決済導入調整

議場のシェイクアウト訓練

　
長
谷
川
議
員
に
よ
る

「
行
政
の
健
全
な
働
き

方
改
革
に
つ
い
て
」
に

対
す
る
回
答
に
関
心
を

持
っ
た
。

　
結
論
か
ら
云
え
ば
、

役
所
の
問
題
意
識
の
低

さ
を
露
呈
し
た
格
好
だ
。

先
ず
は
役
所
の
意
識
改

革
か
ら
で
あ
ろ
う
。
少

子
高
齢
化
の
下
で
は
職

員
ひ
と
り
一
人
の
生
産

性
向
上
が
前
提
で
あ
り
、

そ
の
原
点
は
ム
ダ
の
排

除
で
あ
る
。

　
民
間
企
業
で
は
、
付

加
価
値
を
生
ま
な
い
行

為
を
ム
ダ
と
云
う
。
公

僕
た
る
役
所
で
は
、
ど

う
解
釈
す
る
か
、
衆
知

を
集
め
る
こ
と
が
不
可

欠
だ
。
働
き
方
改
革
は

避
け
て
通
れ
な
い
。
小

手
先
の
対
応
で
は
済
ま

さ
れ
ず
、
真
摯
な
議
論

を
通
じ
た
継
続
的
な
取

り
組
み
を
期
待
し
た
い
。

秦
はた

 俊
とし

道
みち

さん

先
ず
は
役
所
の

　
意
識
改
革
か
ら

議
会
傍
聴
記

9議員が提案9議員が提案
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一
般
質
問

三ケ根駅前と駅周辺の整備を

深溝小通学路坂道の改修などを実施

駅
前
の
雨
除
け
シ
ェ

ル
タ
ー
の
新
設
は
。

建
設
部
長
▼
当
面
は
、

駅
利
用
者
が
雨
宿
り

出
来
る
も
の
を
来
年
度
予

算
要
望
す
る
。

三
ケ
根
駅
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
設
置
は
。

町
長
▼
町
単
独
設
置

も
あ
る
が
、
補
助
制

度
の
活
用
を
考
え
る
。

　
三
ケ
根
駅
西
口
の
改
修

内
容
は
、
洋
風
タ
イ
プ
の

ト
イ
レ
新
設
、
駅
前
街
路

灯
４
基
設
置
、
歩
行
ス
ペ

ー
ス
の
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ

ン
グ
全
面
改
修
、
駐
輪
シ

ェ
ル
タ
ー
改
築
、
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
駐
車
ス
ペ
ー
ス
設

置
な
ど
内
容
の
確
認
。

　
駅
周
辺
整
備
は
、
深
溝

小
学
校
ま
で
の
坂
道
を
、

滑
り
止
め
機
能
の
カ
ラ
ー

歩
道
に
改
修
。

　
駅
か
ら
の
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
コ
ー
ス
ル
ー
ト
に
、
深

溝
保
育
園
前
の
妙み
ょ
う
け
ん
や
ま

見
山
も
、

景
色
楽
し
み
コ
ー
ス
と
し

て
今
後
、
考
え
て
み
た
い
。

三
ヶ
根
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
一
ノ
瀬
口
ル
ー
ト
が

荒
れ
、
整
備
が
必
要
。　

鈴
す ず

木
き

久
ひ さ

夫
お

議員

答

映像

問答 問

流しそうめんを楽しむ子どもたち
（市場公民館）

一般質問ページをリニューアルしました！一般質問ページをリニューアルしました！

YouTubeでの検索

QRでの検索

YouTubeの検索で
『幸田町議会』と検索

または

カメラで
 QRコードを読み取る

幸田町議会

議会映像を見てみよう！
（YouTubeとは契約関係にないため、配信映像が正常に視聴できないことがあります。）

こ
ど
も
食
堂
の
支
援
は

実
態
に
即
し
た
内
容
に

今
後
地
域
の
活
動
に
繋

が
る
よ
う
準
備
す
る

幸田町議会だより　No.194      2024. 10. 28発行7



一
般
質
問

洋式化に合わせ乾式化されたトイレ

使用状況を考慮し順次早期対応を検討

早急に学校トイレ便器洋式化へ改善を

教
育
部
長
▼
ト
イ
レ

洋
式
化
に
合
わ
せ
ト

イ
レ
の
乾
式
化
と
、
配
管

の
長
寿
命
化
を
、
令
和
８

年
度
か
ら
３
カ
年
で
６
小

学
校
整
備
進
め
る
。
費
用

に
つ
い
て
は
、
４
億
２
０

０
０
万
円
程
度
見
込
ん
で

い
る
。使

わ
れ
な
い
和
式
便

器
が
何
基
あ
っ
て
も

役
に
立
た
な
い
。
計
画
を

前
倒
し
し
、
早
急
に
ト
イ

レ
便
器
洋
式
化
へ
改
善
を
。

現
地
調
査
を
進
め
、

洋
式
化
率
や
児
童
の

使
用
状
況
を
考
慮
し
、
順

次
早
期
対
応
を
検
討
す
る
。

　
一
般
住
宅
で
は
、
ほ
ぼ

１
０
０
％
洋
式
便
器
で
あ

る
。
学
校
の
使
わ
れ
な
い

和
式
便
器
を
改
善
し
て
と

の
、
保
護
者
の
声
が
あ
る
。

学
校
ト
イ
レ
便
器
の
洋
式

化
を
問
う
。

洋
式
ト
イ
レ
前
に
子

ど
も
た
ち
が
並
ん
で

放
課
時
間
内
に
間
に
合
わ

な
い
。
各
フ
ロ
ア
１
カ
所

の
洋
式
便
器
整
備
で
、
使

わ
れ
な
い
和
式
便
器
が
何

基
あ
っ
て
も
役
に
立
た
な

い
。

　
子
ど
も
に
寄
り
添
っ
た

洋
式
ト
イ
レ
整
備
を
。

吉
よ し

本
も と

 智
ち

明
あ き

 議員

問

答問答

映像

岡崎市を参考に準備していきたい

加齢性難聴者の補聴器購入助成の考えは

　
国
の
防
災
復
興
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
、
避
難
所
役
員

の
３
割
以
上
を
、
女
性
に

す
る
こ
と
が
上
げ
ら
れ
て

い
る
が
。

本
町
の
防
災
対
策
へ

反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

総
務
部
長
▼
研
修
な

ど
参
加
い
た
だ
き
、

避
難
所
運
営
の
参
画
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

　
現
在
、
加
齢
性
難
聴
が

認
知
症
の
大
き
な
リ
ス
ク

要
因
で
あ
る
。
補
聴
器
で

聞
こ
え
を
改
善
で
き
る
。

し
か
し
、
種
類
も
多
く
、

高
額
で
あ
る
。

本
町
の
高
齢
者
（
65

歳
以
上
）
の
割
合
は
。

健
康
福
祉
部
長
▼
人

口
４
万
２
２
２
６
人

に
対
し
、
９
３
３
９
人
で

高
齢
化
率
22
％
。

近
隣
市
町
の
補
聴
器

の
助
成
状
況
は
。

県
内
で
は
、
岡
崎
市

な
ど
16
自
治
体
。

本
町
の
補
聴
器
の
購

入
助
成
の
考
え
は
。

岡
崎
市
を
参
考
に
、

準
備
し
て
い
き
た
い
。

野
の

坂
さ か

 純
じゅん

子
こ

 議員

問答

映像

問答

地
域
防
災
会
議
委
員
に

積
極
的
に
女
性
起
用
を

女
性
の
比
率
向
上

に
努
め
て
い
る

補聴器で楽しく暮らす

避難所運営に女性を起用

問答問答

幸田町議会だより　No.194      2024. 10. 28発行 8



一
般
質
問

傾斜地での草刈り

高齢化が進む中での里山管理をどうする

行政区活動参加者の負担軽減に取り組む

草
刈
り
に
悩
ん
で
い

る
区
は
あ
る
か
。

23
区
全
て
の
区
に
お

い
て
、
高
齢
化
が
進

む
中
、
草
刈
り
に
悩
ん
で

い
る
。荻

区
ラ
ジ
コ
ン
草
刈

り
テ
ス
ト
を
生
か
し

て
、
高
齢
化
が
進
む
中
で

の
、
里
山
管
理
を
ど
う
し

て
い
く
の
か
。

建
設
部
長
▼
行
政
区

活
動
の
負
担
軽
減
や
、

意
識
向
上
に
繋
げ
る
取
り

組
み
を
し
て
い
く
。

　
環
境
経
済
部
長
▼
土
地

改
良
区
や
組
合
な
ど
、
危

険
な
草
刈
り
で
あ
る
事
は

把
握
し
て
い
る
。
ラ
ジ
コ

ン
草
刈
り
機
を
、
前
向
き

に
検
討
し
た
い
。

　
高
齢
化
が
進
み
、
危
険

地
帯
で
の
草
刈
り
で
、
足

を
滑
ら
せ
危
険
が
伴
い
大

変
苦
労
し
て
い
る
。
町
全

体
の
草
刈
り
を
問
う
。

傾
斜
地
な
ど
、
危
険

地
帯
で
の
草
刈
り
を

し
て
い
る
区
は
あ
る
か
、

何
カ
所
あ
る
か
。

総
務
部
長
▼
危
険
地

帯
で
の
草
刈
り
を
し

て
い
る
区
は
20
区
で
、
危

険
箇
所
は
合
わ
せ
て
、
１

１
5
カ
所
あ
る
。

長
は

谷
せ

川
が わ

 進
すすむ

 議員

問答

問 問答

映像

子どもの居場所づくりを支援する考えは

社会福祉協議会と連携しながら検討

ニ
ー
ズ
を
確
認
し
な

が
ら
検
討
す
る
。

妊
産
婦
タ
ク
シ
ー
の

利
用
基
準
が
狭
く
不

便
。
範
囲
拡
大
を
。

健
康
保
健
担
当
参
事

▼
よ
り
よ
い
支
援
と

な
る
よ
う
、
実
情
に
合
わ

せ
た
利
用
範
囲
の
検
討
を

し
て
い
く
。

役
場
庁
舎
１
階
に
、

キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
の

設
置
を
。

企
画
部
長
▼
安
全
確

保
の
課
題
は
多
く
、

す
ぐ
に
は
踏
み
切
れ
な
い
。

　
子
育
て
し
や
す
く
住
み

や
す
い
町
づ
く
り
に
つ
い

て
問
う
。

子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
過
ご
せ
る
居
場

所
づ
く
り
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
、
町
か
ら

の
支
援
を
行
う
考
え
は
。

こ
ど
も
課
長
▼
社
会

福
祉
協
議
会
と
連
携

し
な
が
ら
検
討
す
る
。

家
事
サ
ポ
ー
ト
事
業

の
対
象
を
、
小
学
校

入
学
前
ま
で
か
ら
卒
業
ま

で
対
象
拡
大
を
。

岩
い わ

本
も と

 知
ち

帆
ほ

 議員

問答

問

問

答問答

映像

答

答

ラジコン草刈り機

「こどものいばしょ」で楽しむ子どもたち
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一
般
質
問

県営事業として、改修に早く取り組む

役場周辺の３つのため池の防災対策を

我
が
国
で
は
、
所
有

者
や
境
界
不
明
の
森

林
増
加
や
、
担
い
手
不
足

に
よ
る
森
林
放
置
が
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
国
の
進
め
る
森
林
経
営

管
理
制
度
に
よ
る
森
林
整

備
事
業
の
、
本
町
で
の
取

り
組
み
は
。

環
境
経
済
部
長
▼
本

年
度
は
、
深
溝
小
原

地
区
で
森
林
整
備
事
業
の

意
向
調
査
を
実
施
す
る
。

役
場
周
辺
に
３
つ
の

た
め
池
（
上
流
よ
り

池
、
鍵か
ぎ
づ
つ
み堤池
、
大
山

池
）
が
存
在
す
る
。
昨
年

６
月
の
台
風
２
号
に
伴
う

豪
雨
で
、
２
つ
目
の
鍵
堤

池
が
越
水
し
、
す
ぐ
下
の

中
央
公
民
館
駐
車
場
に
大

量
の
水
が
流
れ
落
ち
、
駐

車
場
は
さ
な
が
ら
池
の
よ

う
に
な
っ
た
。

　
地
震
や
、
大
雨
で
堤
防

が
決
壊
す
る
と
、
地
域
住

民
へ
甚
大
な
被
害
が
発
生

す
る
。
役
場
周
辺
の
３
つ

の
た
め
池
の
防
災
対
策
を
。

町
長
▼
県
営
事
業
と

し
て
、
改
修
を
少
し

で
も
早
く
取
り
組
む
。

都
つ

築
づ き

 幸
ゆ き

夫
お

 議員

問答

問答

映像

内部問題を相対的に捉え相談していく

ハラスメント根絶のゼロ宣言を

３
人
に
１
人
が
奨
学

金
返
済
を
し
て
い
る
。

奨
学
金
支
援
制
度
創
設
を
。

環
境
経
済
部
長
▼
県

の
中
小
企
業
の
奨
学

金
支
援
制
度
を
広
く
周
知

す
る
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
精

神
的
、
身
体
的
苦
痛

を
与
え
尊
厳
を
踏
み
に
じ

る
も
の
で
絶
対
に
許
さ
れ

な
い
。
２
０
２
０
年
６
月

「
改
正
労
働
施
策
総
合
推

進
法
」
の
施
行
で
、
パ
ワ

ハ
ラ
が
法
的
に
定
義
さ
れ

た
。
対
策
を
う
か
が
う
。

総
務
部
長
▼
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
防
止
要
綱

で
法
的
義
務
を
整
理
し
、

人
事
院
が
定
め
る
指
針
で

徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

愛
知
県
人
事
委
員
会

に
訴
え
た
件
は
信
ぴ

ょ
う
性
に
欠
け
る
と
し
た
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
・

根
絶
す
る
た
め
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
の
条
例
や
ゼ

ロ
宣
言
を
す
べ
き
だ
。

町
長
▼
予
防
対
策
と

し
て
研
修
を
し
、
町

内
部
の
問
題
を
相
対
的
に

捉
え
た
上
で
、
職
員
、
議

会
と
相
談
し
な
が
ら
ゼ
ロ

宣
言
の
流
れ
に
持
っ
て
い

き
た
い
。

丸
ま る

山
や ま

 千
ち

代
よ

子
こ

 議員

問答

問答

映像

新し
ん
づ
つ
み堤

国
の
森
林
経
営
管
理
制

度
に
よ
る
森
林
整
備
を

深
溝
小
原
地
区
で
森
林

整
備
意
向
調
査
を
実
施

問答

若
者
の
奨
学
金
返
還

支
援
制
度
の
創
設
を

中
小
企
業
の
奨
学
金
支

援
制
度
を
周
知
す
る

ハラスメント研修会の風景

昨年６月、豪雨で越水した鍵
かぎづつみ

堤池

中央公園

鍵堤池堤防

中央公民館駐車場
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一
般
質
問

水素社会に向けた環境づくりの促進を

中小企業等の支援体制構築を調査、研究

間
事
業
者
と
の
連
携
に
よ

る
施
策
推
進
な
ど
が
課
題

で
、
Ｊ

−

ク
レ
ジ
ッ
ト
地

産
地
消
ス
キ
ー
ム
の
導
入

を
、
検
討
し
て
い
る
。

　
今
後
、
国
の
動
向
を
注

視
し
、
県
と
の
連
携
に
よ

り
、
中
小
企
業
等
が
経
営

に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き

る
、
支
援
体
制
構
築
を
、

調
査
、
研
究
す
る
。

２
０
５
０
年
に
向
け
、

町
が
担
う
べ
き
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
関
連

施
策
は
、
次
年
度
予
算
に

反
映
し
、
着
実
に
前
進
さ

せ
る
べ
き
も
の
。

　
施
策
の
課
題
と
し
て
、

Ｊ

−

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
な

ど
の
手
段
を
有
効
活
用
し

て
、
取
り
組
む
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
水
素
社
会
に
向
け
た
環

境
づ
く
り
の
促
進
を
期
待

す
る
が
、
本
町
の
考
え
は
。

環
境
経
済
部
長
▼
公

共
施
設
へ
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
方

法
の
検
討
及
び
導
入
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
具
体
化
、
民

田
た

境
きょう

 毅
つよし

 議員

問答

映像

新型コロナ接種健康被害救済の案内は

ホームページに掲載して周知している

支
払
い
と
許
可
書
受

け
取
り
を
、
窓
口
に

行
か
ず
に
完
了
で
き
る
か
。

教
育
部
長
▼
早
期
実

現
に
向
け
て
調
整
。

出
典
：
厚
生
労
働
省

  
 

 
 

 
 

　
８
月
22
日
現
在
、
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る

健
康
被
害
救
済
制
度
認
定

数
７
９
７
０
件
、
死
亡
認

定
件
数
７
７
７
件
。

10
月
か
ら
始
ま
る
新

型
コ
ロ
ナ
定
期
接
種

の
ワ
ク
チ
ン
の
メ
ー
カ
ー

と
種
類
は
。

健
康
保
健
担
当
参
事

▼
５
社
。
種
類
は
、

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
、
組
み
換
え
タ

ン
パ
ク
、
レ
プ
リ
コ
ン
。

接
種
後
、
健
康
被
害

は
本
町
で
あ
る
か
。

予
防
接
種
健
康
被
害

救
済
制
度
申
請
件
数

７
件
。
認
定
５
件
、
否
認

１
件
、
審
査
中
１
件
。

接
種
後
数
日
以
内
の

死
亡
へ
の
救
済
制
度

の
案
内
は
。

個
別
案
内
は
考
え
て

い
な
い
。
情
報
は
周

知
で
き
て
い
る
。

藤
ふ じ

本
も と

 和
か ず

美
み

 議員

問答問 問

問

答

公
共
施
設
の
当
日
予

約
利
用
を
可
能
に

当
日
利
用
と
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
導
入
調
整

映像

※

【
※
Ｊ

−
ク
レ
ジ
ッ
ト

制
度
】

　
省
エ
ネ
機
器
導
入
や

森
林
経
営
な
ど
の
取
り

組
み
に
よ
る
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
削
減
量

や
吸
収
量
を
「
ク
レ
ジ

ッ
ト
」
と
し
て
国
が
認

証
す
る
制
度
。

答

里山で環境課題を学ぶ小学生

答

category 件数
痘そう 42

予防接種名死亡認定数
MMR 3
風しん 3
インフルエンザ（定期）5
DP 7
日本脳炎 11
ポリオ（経口生ポリオ）12
その他 14
麻しん 14
DPT 20
インフルエンザ（臨時）20
新型コロナワクチン777

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

インフルエンザ（定期）
DP

日本脳炎
ポリオ（経口生ポリオ）

その他
麻しん

DPT
インフルエンザ（臨時）
新型コロナワクチン

予防接種健康被害救済制度 認定死者数
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　インクルーシブ遊具３基、
　　　健康遊具２基を設置予定

福祉産業建設委員会

　
令
和
６
年
度
の
幸
田
中

央
公
園
整
備
で
は
、
親
子

で
楽
し
め
る
空
間
づ
く
り

や
、
健
康
運
動
機
能
を
充

実
し
、
公
園
の
魅
力
の
向

上
が
期
待
さ
れ
る
。

　
加
え
て
、
時
計
塔
周
辺

へ
、
ソ
ー
ラ
ー
照
明
灯
お

よ
び
、
か
ま
ど
ベ
ン
チ
を

設
置
し
、
災
害
時
の
防
災

機
能
の
向
上
が
図
ら
れ
る
。

　
カ
フ
ェ
等
整
備
は
、
実

現
に
向
け
進
め
る
。

ク
ッ
シ
ョ
ン
性
が
あ

る
遊
具
床
面
か
。

土
の
予
定
。
次
年
度

以
降
の
整
備
を
考
え

て
い
き
た
い
。

　
年
々
加
入
者
が
減
少
す

る
子
ど
も
会
活
動
の
活
性

化
や
、
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味

・
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
主
な
目
的
に
、
町

内
企
業
の
協
力
の
も
と
ブ

ラ
イ
ト
ペ
ガ
サ
ス
選
手
９

人
を
招
く
。

西
尾
市
で
は
、
見
学

会
か
ら
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
普
及
に
つ
な
げ
た
。
見

学
会
の
案
内
は
さ
れ
た
か
。

し
て
い
な
い
。
情
報

収
集
し
、
検
討
し
て

い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

（
他
６
項
目
を
協
議
）

閉会中の委員会レポート

協議会
８月６日

　災害時の避難所生活を検討

総務教育委員会
協議会
８月７日

　
災
害
時
に
安
心
し
て
避

難
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

移
動
型
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト

イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
導
入

を
検
討
し
た
。

設
置
場
所
ま
で
牽
引

す
る
車
両
は
。

推
奨
車
を
リ
ー
ス
契

約
で
準
備
す
る
。

町
内
イ
ベ
ン
ト
で
利

用
で
き
る
の
か
。

基
本
は
災
害
時
使
用
。

車
両
は
消
防
本
部
管

理
、
各
担
当
課
か
ら
申
請

を
い
た
だ
き
検
討
す
る
。

問答

問答

問答

町
民
会
館
設
置
の
ピ

ア
ノ
老
朽
化
に
伴
う

更
新
を
検
討

設
置
か
ら
28
年
経
過
。

ピ
ア
ノ
の
状
態
は
。

セ
ミ
コ
ン
サ
ー
ト
ピ

ア
ノ
が
修
理
不
可
能
。

他
の
2
台
の
ピ
ア
ノ
は
問

題
な
い
。

（
他
４
項
目
を
協
議
）

幸
田
町
町
村
合
併
70

周
年
記
念
事
業
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
教
室

問答

問答

一部遊具のイメージ

盛り上がる教室の様子

車いすでも入れるバリアフリートイレ
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　第７次幸田町総合計画の
　　　　　　　　　策定に着手

第７次総合計画策定特別委員会

　
第
６
次
総
合
計
画
の
進

捗
及
び
、
第
７
次
総
合
計

画
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

示
さ
れ
る
。

10
年
間
で
未
実
施
の

事
業
は
。
７
次
計
画

に
向
け
て
ど
う
進
め
る
か
。

６
次
計
画
で
は
具
体

的
表
記
な
く
、
下
位

計
画
に
委
ね
て
い
た
。
７

次
計
画
で
は
、
表
記
検
討
。

10
年
計
画
を
立
て
た

ら
、
や
っ
て
い
く
努

力
必
要
。
大
型
事
業
の
進

め
方
の
考
え
は
。

半
期
の
見
直
し
は
必

要
と
考
え
る
。

　
前
回
は
イ
メ
ー
ジ
の
み

で
あ
っ
た
が
、
町
全
体
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
な
ど

具
体
的
に
示
し
た
い
。

７
次
計
画
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
は
。

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

も
の
を
考
え
た
い
。

　ＤＸ推進方針の個別取組の
　　　　　　　　　議論が進む

　
新
た
に
着
手
す
る
２
つ

の
個
別
取
組
を
中
心
に
５

事
業
の
内
容
や
進
め
方
が

議
論
さ
れ
た
。

●
行
政
手
続
き
オ
ン
ラ
イ

ン
化
の
拡
充

　
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
で
の
住

民
票
の
発
行
等
、「
書
か

な
い
窓
口
」「
行
か
な
い

窓
口
」
の
実
現
に
向
け
て
、

特
に
、
高
齢
者
を
始
め
と

し
た
Ｉ
Ｔ
に
不
慣
れ
な
方

が
、
安
心
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
な
手
続
き
の
Ｐ
Ｒ

や
窓
口
で
対
応
等
の
議
論

が
進
ん
だ
。

●
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
冠
水

対
応
の
し
く
み
構
築

　
国
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
の
補
助
金
の

活
用
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
、
仲
田
ア
ン
ダ
ー
パ
ス

の
冠
水
対
応
が
具
体
化
し

た
。

協議会
８月８日

DX推進特別委員会

問答問

答問答

協議会
８月９日

※
幸
田
町
Ｄ
Ｘ

　

推
進
方
針
は

　

こ
ち
ら

幸田町総合計画の変遷

冠水した仲田アンダーパス

※
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　町内の９施設および、
　　　　町外の３施設を視察

福祉産業建設委員会

　
７
月
10
日

　
昨
年
度
の
事
業
お
よ
び
、

今
年
度
事
業
が
進
め
ら
れ

る
施
設
を
中
心
に
、
町
内

の
９
施
設
を
視
察
し
た
。

●
幸
田
中
央
公
園

●
南
部
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

●
生
涯
現
役
館

●
上
六
栗
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー

●
坂
崎
保
育
園

閉会中の委員会レポート

管内視察
７月10日、
８月27日

　
8
月
27
日

　
岡
崎
市
と
連
携
し
て
運

営
し
て
い
る
３
施
設
を
視

察
し
た
。
い
ず
れ
の
施
設

も
、
概
要
説
明
と
併
せ
て
、

事
前
質
問
へ
回
答
い
た
だ

い
た
後
、
施
設
見
学
を
し

な
が
ら
、
忌き

憚た
ん
の
な
い
意

見
交
換
が
で
き
た
。

●
岡
崎
市
子
ど
も
発
達
セ

ン
タ
ー

●
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
む
つ
み

●
三
ケ
根
駅
前
休
憩
所

●
道
の
駅
筆
柿
の
里
・
幸

田
　
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
に
応
え
、
町
民
に
喜
ば

れ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
が
期
待
さ
れ
る
。

　
事
業
の
課
題
を
把
握
し
、

将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
た
い
。

（
他
２
施
設
を
視
察
）

●
岡
崎
市
中
央
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー

　
い
ず
れ
の
事
業
も
岡
崎

市
と
広
域
連
携
す
る
こ
と

で
、
多
様
化
す
る
町
民
ニ

ー
ズ
に
応
え
、
よ
り
良
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に

つ
な
げ
て
い
る
。

　
利
用
者
の
増
加
や
施
設

の
老
朽
化
、
様
々
な
変
化

に
耐
え
得
る
事
業
運
営
が

望
ま
れ
る
。

　
ど
の
施
設
も
本
町
に
と

っ
て
重
要
な
施
設
で
あ
り
、

将
来
に
渡
っ
て
、
町
民
に

喜
ば
れ
る
施
設
運
営
に
努

め
た
い
。

概要説明での意見交換の様子 新設された巨大なシェルター

改装した教室での意見交換 楽しむ利用者 事業の理解を深める

賑わいが期待される「さんがね家さん」増築施設で目を光らせる筆柿星人

相談室内での説明遊戯室内での説明

意見交換により理解を深め、施設の見学へ
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　安城市の水害対策と
　　　　　　博物館建設を学ぶ

総務教育委員会

　
市
街
地
を
水
害
か
ら
守

る
た
め
の
水
田
貯
留
、
博

物
館
の
建
設
に
参
考
と
な

る
施
策
を
展
開
し
て
い
る

安
城
市
を
訪
問
し
た
。

●
水
田
貯
留
・
雨
水
貯
留

浸
透
施
設
設
置
補
助
事

業
　
し
く
み
や
現
状
の
設
置

状
況
に
つ
い
て
学
ぶ
。

　
平
成
12
年
の
東
海
豪
雨

を
機
に
水
害
対
策
と
し
て
、

取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
た
。

具
体
的
な
内
容
と
し
て
、

近
隣
農
家
全
体
の
合
意
の

も
と
実
施
で
き
る
水
路
流

量
調
整
方
式
と
、
農
家
個

別
に
実
施
す
る
排
水
桝
流

量
調
整
方
式
を
実
施
。

　
高
低
差
が
あ
る
幸
田
町

に
お
け
る
水
害
対
策
と
し

て
、
水
路
流
量
調
整
方
式

の
設
置
は
課
題
が
多
い
が
、

個
別
で
行
え
る
排
水
桝
流

量
調
整
方
式
に
つ
い
て
は
、

農
家
の
協
力
を
得
ら
れ
れ

ば
設
置
は
可
能
な
た
め
、

設
置
後
の
有
効
性
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
安
城
市
博
物
館

　
建
設
か
ら
32
年
が
経
過

し
、
現
在
は
指
定
管
理
に

よ
り
運
営
。
現
在
の
来
場

者
数
や
、
特
設
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
状
況
、
直
営
時
と

指
定
管
理
変
更
後
の
状
況

や
、
運
営
に
伴
う
費
用
な

ど
詳
細
を
学
ん
だ
。

　
新
設
さ
れ
た
展
示
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
幸
田
町
と
し

て
規
模
感
な
ど
の
参
考
と

し
て
い
く
。

管内視察
７月16日

議会広報特別委員会

委 員 長　田境　 毅

委　　員　都築 幸夫　岩本 知帆　長谷川 進
　　　　　野坂 純子　吉本 智明　藤本 和美
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副委員長　廣野 房男
日程は変更される可
能性があります。議
案、一般質問、質疑
については、幸田町
議会ホームページで
随時公開していきま
すので、ぜひご覧く
ださい。

【12月定例会の予定】
11月29日（金）開会、議案の説明
12月 3日（火）一般質問

4日（水）一般質問
9日（月）議案の質疑

11日（水）福祉産業建設委員会
12日（木）総務教育委員会
16日（月）議会運営委員会
18日（水）討論、採決、閉会

実際の使い方を学ぶ 保存状態のよい三河万歳の資料
水量を調整する板 →

差しこむ場所

→
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あい・らぶ・マイタウン

坂崎小学校６年

　黒
くろ

野
の

 桜
おう

介
すけ
さん

幸田中学校２年

　有
あり

馬
ま

 苺
も

空
あ
さん

大好きな
　　ソフトボール 夢をくれた幸田町

I Love KOTA.

　ぼくは、３年生からソフトボールを始めま
した。練習場所は坂崎学区にある凧

たこ
山
やま

グラウ
ンドです。初めて出た試合で悔しい思いをし、
そこから土日のほとんどをグラウンドで過ご
してきました。最後の大会は４位でくやしか
ったけれど達成感でいっぱいになりました。
　ぼくは、ソフトを通して礼儀など大切なこ
とをたくさん学びました。４年間ソフトがで
きたことに感謝しています。ソフトの練習に
は、グラウンドや広
場が必要です。多く
の子がたくさん練習
や試合をできるよう
に、幸田町にもっと
ソフトのできる場所
が増えるとうれしい
です。

　幸田町は、たくさんの笑顔があふれ、私が
挨拶すると地域の方も温かく返してくれる町
です。そんな幸田町が私は大好きであり、誇
りに感じています。
　私の将来の夢は教師になることです。これ
までも学校生活の中で、幸田町の人や自然、
産業に関わりながらさまざまな体験をさせて
もらいました。そして、そこから多くのこと
を学びました。将来教師になることができた
ら、私がそうであっ
たように、体験を通
して幸田町の子ども
たちに夢を与えられ
る大人になりたいで
す。そして、幸田町
をますます元気で明
るい町にしていきた
いと思います。

挿絵：牧
まき

野
の

次
つぎ

男
お

さん（芦谷）

　ぼくは幸田町が都会になることを考えてみ
ました。道路が増えたり、ビルやショッピン
グモールができたりすることを想像するとわ
くわくします。しかし、想像しているような
都会に必ずなってほしいというわけではあり
ません。なぜなら、幸田町が都会になればな

るほど、緑が少なくなっていくかもしれない
からです。ぼくは、自然いっぱいの幸田町が
大好きです。だから、未来の幸田町が今と大
きく変わらなくてもいいのかなとも思います。
　来年も再来年も、緑豊かな幸田町であって
ほしいし、ぼくたちが幸田町の緑を守る役割
を担っていきたいです。

荻谷小学校６年

　大
おお

橋
はし

 諒
りょ

真
うま
さん

未来の幸田町
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